
ホアン・ファン・デル・ハーメンの静物画
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スル バランやベラスケスと同時代に， マドリードでボデゴン（厨房静物画）両家として

名をなした人物にホアン・ファン・デル・ハーメン・イ・レオン Juan van der H amen 

Y Le6nがし、る。 1596年マドリードに生 まれ， 1 631年岡市で没した。 35歳の若さで天折し

たこの岡家について知られる側面は極めて位iかである。 受洗書によれば， 両親はブリュ ツ

セル の出であり， 父親の名はホアン・ファン・デル・ハーメンJu an van der Hamenと
(!) 

息子と同じ名を名のり， “王の弓役”（arquero del Rey） を務めた宮廷人であった。 母は

ドロテア・ヴィティマンDroteaBitiman (Wittem an ？）と称し， 両親とも遅くとも1589

年にはブリュッセル からマドリードに移住してきたという。 受洗の際の介添人もフランド

ル 人であった。 また， フリオ・カヴェスタニィ Ju lio Cavest an y の指摘によれば， 「陛

下の両家で arquero でもあったホアン・ファン・デル・ハーメンは， エウへニア・エレ

ラEugeniaHerreraと結婚して， マリア （Maria1 622年受洗） とフランシスコ （Fran­

ci sco 生年不明） の 2 人の子供が誕生 ， マドリードのテイントレロス通りの繁華街にアト

リエを構えていたが， 聖体拝受の後1 631 年に死去した」という。 カヴェスタニイのいうホ

アン・ファン・デル ・ハーメンが， 年代的lとも息子の万のハーメンであり， 父親の宮廷で

の役職も世襲した王の両家であった愉郭が浮かびあがる。 彼がどの程度の “王の両家” で

あったのかは定かでない。 当時の慣習として， 宮廷人としての役職を兼ねながら両家とし

て王に（｜：えることは， ベラスケスの例にみられるとおり決して珍しいことではない。 彼が

'J：の両家” であったとするなら， 先ずはフェリーぺ3 世ll578～1 62 1)に仕え， 引き続

いてフェリーぺ 4 ttt (1605～1 665） の画家となったとみることが穏当であろう。 父子二代

にわたって宮廷に仕える傍ら画作に従事したハーメンは， 当時のマドリードでは名だたる
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両家の一人であったのでは伝かろうか。 1636年の王室財産記録は， マドリードのアルカサ

－）レにハーメン作の「果物」「花」「人物」 の三点の絵画の収蔵を明らかにしており， ブ

ェン・レティロ離宮の財産目録には， 1700年に七点の作品， 1794年に五点の作品が登記さ
(4) 

れている事実は， 彼が凡庸な同i家ではなかったことを裏書きしている。

ハーメンの岡家としての活躍期は， 1620年頃から29年頃まで・の10年に満fこない期間であ

ると推定される。 人物両， ；�意両にもl凶をふるった様子が， 現存する「花の女神に捧ぐ」

0627年ブラド美術館蔵） や「ドン ・ カストン ・ デ ・ ぺラルタ肖像」 Cl626年アカデミー

・サン・フェルナンド 蔵） などの作品によって証明されるが， わけでも彼の名を高めた題

材は「ボデゴン」と呼ばれる静物耐であった。 台所， または， 食料貯 蔵庫と思われる室内

の棚の上に果物， 野菜， 菓子， 鉢， m， 盃， 壊など食料品や容器類を精細華麗に描きだし

た彼のボデゴンは， その描写 形式の多様さ， 内容の豊かさ， 洗練された技法， 完成された

様式などの点で、スペイン・ボデゴンのm点に位置していたと言っても過言ではない。 サン

チェス・コターンSanchez Cotan 0561～1627）からスルパランZu rbaran0598～1664) 

に至る17世紀初頭のスペイン・ボデゴンの系譜の中で彼はどのような位置にあったのか。

ハーメンの静物両の紹介を兼ねつつ， 彼の静物画の特質とその位置を明らかにして み た

L、。

2 

ハーメンのボデゴンが， 食料品や食器類， 什器類を全的モティーフにして描いた「厨房

静物両」としてのボデゴンの代表例であることは論を侯たない。 人物を台所や居酒屋場面

に配して， 食料品や食器類の静物を描L、fこベラスケスVelazquez (] 5 9 9～1660) の「風俗

画的ボデゴン」とは趣を異にしたハーメンのボデゴンは， 純粋な静物画としての形式にお

いては， サンチェス・コターンやスルパランと同じ系譜に属するものと言える。 だが， ハ

ーメンのボデゴンの表現形式は， 先輩コターンや後輩スルパランと密接な繋がりを示しな

がら， ハーメン独自の個性的な趣向が繍浴している。 厳しさと繊細札 換言すれば， スペ

イン的特質とフランドル的特質とが一つに融けあった独得の魅力が彼のボデゴンを被い包

んでいる。 ここでは， ハーメンのボデゴンの特徴をよく示している描写 方式の検討に焦点、

を絞って論を進めたい。

ハーメンの作品を描写方式の点から大ざっぱに分類すると次の三つの型に分けられる。

1.窓枠方式の例， 2. 水平台上方式の例， 3. 段違い 万式の例である。 静物モティーフを

岡miにどのように配置し， どのようとt構図で描くかは静物画家が最も意を注ぐところであ
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1 図 ハ－;I ン 70λ84Clll マ ド リ ー ド ， ド ン
・ フ ェノレ ナ ン ル ド ・ グィタノレ テ

ホ ア ン ・ フ 7ノ ・ デル ・ ハ ー メ ン のi'i'i•物画

2 図 ハ ー メ ン 70×84Clll 7 ド リ ー ド ， ド ン
・ フ ェルナ ン ド ・ グィタルテ

ろう。 ハーメンがm：古川到な梢｜米｜家であり， 常に両1Hiiの椛JJX,や秩序に：志をmし、仁川家であ

った乙とは， 上述のようなこ通りの型の描写方式を試みている例からも説明主れよう。 こ

こで三通りの型のホ、デゴンの代表作をl阪を追って検討してゆきたし、。

1 . 窓枠方式の例

盛和式の四j手μ、窓枠のようとよ特定笠聞に静物群を舵l写する万式で， カルトウージオ会の修

道士であったサンチェス ・ コターンが｝：lj始した名t� L、ホ‘デコPンの形式を， ハーメンも鱗製

したものでめる。 乙の型の作品の代表作としては， マドリードのドン ・ フェノレナンド ・ グ

ィタルテ所蔵の二点C J I札 21刈）と， セヒーリヤのカVレンア・ フラネス所蔵の作品とが

挙げられよう。 四角い窓枠上K， 菓子や果物を成った一際人きい鉢や箔を中心K， そのがj

後左右に菓子獄や果笑を雌った.Ullや程をシムメトリカJレlζ配置した構成の絵で， そのうち

にはモビーJレ状tζ山K,'1＼るされた果物や果実の校をMiいているものもある。 モティーフの

一つ一つを克明精級代行Ii写する手法， ｜暗い｜丹lの背景に静物併を生き生きと浮き／：I：＼させる左

斜上からの光rJJU.t, lf.J• '.i議さと力の均衡が支配する｜担舛などの表現の特徴は， 紛れもなく，

コターンのボデコン「fiiづりの果物と獲物の鳥・ めざみの線子の静物」 ( 31ヌ｜ 1602年の

年記と署名マドリード， エルナーニ公爵所蔵）の形式を踏襲したものでゐることは！日lらか

でゐる。 だが， ハーメンの作品は， 浅い空間と厳格な幾何学的秩序を印象づけるコターン

の椛｜火｜法を＃�,LJ主しながら， コターンとは臭ったハーメン独自の世界を表出している。 それ

は， 両者の物体配列の好みの相足�， 構図の組み立ての相j止に111来するといえる。

総同の�1�心（ζ務00な般若lif製のノd4を描き， その両側に一刈つつベネツィア隊式のガラス

の:a;iと， くるみ， はしばみの笑， ＇llz:果伝どを盛ったUllとを配して， 中央大鉢の上』ζ麻r.nで

マtη、υ
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3 図 コタ ー ン 1602作 者名69×89c川 マドリード，
エ ノレ ナ ニ公爵

リンコを日 る し た 構凶の例（2図）

に み ら れ る よ うに， ハ ー メ ンの作

品が厳正 なシム メ トリー の 均衡の

IJI:引を 意 と し て い る の に 対し コ タ

ー ンの 構図は， ゐ ぎ み の 根子や大

根， C (;fうな ど が却す る 不安定 な

助物線 と ， モ ヒー ル 状のレ モ ンや

リンコ＼獲物 の 烏 な ど が却す る I I] 

状の構成 と が重力仁の 不思l議 な 均

衡 を な し て 非合理的，Jill象的 なさE

fr"r］の秩序 を 目ざし て い る 点 で 対照

的 で ゐ る 。 しか も ， 打r'i’ワ’の 1�l1：；＼ を 附｜搬す る 立場tζ置 い た ハ ー メ ンの 桃図は ， ほ と ん ど 水平

に 視点 を i置 い た コ タ ー ンの Nr'if支！ と 比較す る と ， よ り奥深 い空｜目lを ｜暗示し て梢凶の安定肢 と

技法の洗練 さ ， 絵11l1j的魅力の 点 で は 優 っ て い る が， 一万， 波別の Zi主直伝力強8， 形態｝t'.J似

のl'Jtl！党的とよ魅力の点 で は コ タ ー ンに ーさj去 を！被 っ て い る 。 モ テ ィ ー フの 点 で も ， 野菜や果物

. a遺物の 烏 と 極め て 質素 で あ る コ タ ー ンK 対し て ， 菓子， 果物， 木の実， パン， 脱線製の

�－， 箔， カラ ス 製 の 市や出 と ハー メ ンがMi＜モ テ ィ ー フは 多彩 で， かっ精巧華麗な も の が

多 い。 両者の モ テ ィ ー フ選択の相退 も ， rir り と �·�悲！』ζ明け暮れ， 克己 と 献身を 生活信条 と

す る 修道士 と し て の コ タ ー ン と ， 延吏 で王の岡家 と し て 首都マ ド リー ド K生 き る ハ ー メ ン

の 生活環境の相j�の端的 な 表れ と み ら れ よ う。

こうし た ハ ー メ ンの(J削除 的 な 陥写刀式 と コ タ ー ンの作品に は み ら れ な い木の実や菓子，

力、ラ ス部の司王， 泌総製のUllな ど やや汽沢伝品々の モ テ ィ ーフ と し て の選れは， フラン ド ル

の 五Ir作家（父）オシア ス ・ ベ ー ル ト Osias Beert, el Viejo 0625没）の作品（4凶 兄ノfリ

(fi) 
ド ン ・ ベニー ト ・ パルト政）に 近似し て い る と 言われ る 。 ベー ル ト の作品Kf/liか れ たJillの

上の木の実や菓子， カ‘ラ ス の那 と そ っ く り同じ も の を ハ ー メンの作品のうちK見出すばか

り か， 光が血や鉢， ガ ラ ス の ：rfdζJJ(射し て き ら め く 機子， 剖れ た ク ル ミ の 中l床や表伎の繊

の お｜｜部 ま で克明に 去す：！'r'r'i勺万工むな ど 表山手法の点 で も 似通 っ た 側而が看取 さ れ る 。 だ がぶ

エJl._c�j_ヒiζ ， ナ イ フ， 木の尖のひ き かけのj丸 蝶な ど を I.Illや部以外に も Nii き 乙んだベー Jレ ト

の 地区｜は， ハ ー メ ンの厳正えf l知的仙｜火｜ と 比べれば， 遥か K�意的 で動的 で あ る 。 阿 ［（1 iの l二！＝r

心を 占trべ き 物 体 を クて い た ベ ー ノレ卜の梢凶 は， 対角線状Iζ交叉す る 物体配列の印象に よ っ

て ， ハ ー メ ンに は み ら れな いII： き 生 き し た動勢 を 困Tfr i K 'Jえて い る 。 光が岡市全体lζ浸透

ORu
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し， 諸物体をilP\らかなIYjJI自の調干で被い

包んでいる様子は， 初物体の側々の独立

位と形態の均衡を重んずるハーメンの1乍

品IC:比べれば， より絵Jilli的安｜｝｜｛気に富み

的盤的であ る。

このように， ハーメンとベール卜との

モティーフの狐似， ゐる部のぷ引の共通

性Ii， ハーメンもそのIJ＼「lがフランドJレ

人でめる事実とIY-,J辿がゐるので あろ う

ホア ン ・ フ7／ ・ デノレ ・ ハ ー メ ン の的物耐i

4 図 （父）オ シ ア ス ・ ベ ー ル ト63.5× 83.5c111
jじパリ， ド ン ・ ベニ ー ト ・ パJレ ド

か 。 だが， それにもかかわらず， ベール

トとも.＇.Nなるハーメンの特徴は， ill)Jきを修止したその！ゆかさでゐる。 それは諸物体を， 1/1

心1/q!Jを｛央人でJ,:,f-i'f.J..¥J\的1c.ri'i'iし、たシムメトリー儲凶によってもたらさ れていることはIYJら

かでゐる。 厳正位秋山と， ぷ遠安定の世界を志向するシムメト＇）ー情｜ヌ｜が， しばしば， ス

ぺイン ・ボデゴンの間以I l二の特徴をなしていることは， ハーメンばかりでなくスルパラン

の例をみてもIYJらかであろう。こうした点では， フラス ・テ ・レデスマBlas d巴Ledesma
(G) 

の作品との朕Jj虫が指摘主れる。 経歴不詳でl 61ll紀末か ら17111:紀初頭にかけて爪脱したレデ

スマが， グラナタでJ'j','ji,、た著名入りの作品（51叉｜ ジョージア州， アトランタ ・ アート ・

アソシエーシ ョン ・ ギャラリ一政）が示すように， 卓！：11l火に般人却の夫が トホ人った？在

をHliL、て， 落ちこぼれた似人坊の尖や草花を前後左布（こシムメトリカルに配！1�／し たHli l><I 

は， コターンのボテゴンの芯ぶ的 な力が不思議伝幾向学的均衡を生みだしているのとは大

きu差がある。（6阿 「＇iiiづりのマルメロ， キャベツ， メロ ン， キューリの的｝物」， 米11�

サン ・ デイエコ美術館政）同じよう

な？むと桃を一係械ったlヌ｜同を1/1火

K, 方二イご1K-·xJつつQミ尖や本の尖を

M持った�1--'5:>配して， 官l 11 にも），：＿イヲ双

f�j＼的K果実を配してJ"Nil,、たいまーつ

のf'Hfi1, C 71';<1 ノじニューヨーク， ニ

ューハウス ・ ギャラリーII’占）も， よ

り厳絡なJ,:,fヲ均斉：の効果を1llったfl"

，＇記lでゐる。 それは， コターンの助物

総がJWiく�I＝引尖(I＇�， 盟副めな織成と
5 図 プラ ス ・ テ ・ レ デ ス 7 草寺名 ア トラ ン タ ・ ア

一卜 ・ ア ソ シ エ ー シ ョ ノ ・ ギャラ リ ー

ハ叫dn〈υ
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6 図 コターン62×74Cll／サン ・ ティエゴ美

術館

7 図 プラス ・ デ ・ レデスマ fしニュ ー ヨ ー
ク， ニューハウス ・ ギャラリー

は巡 っ た ， 自 然な視覚的安定性 を 第ー と し た 構図で あ る 。 物 体存在の 形式 を 自 然 や宇甘lの

調手｜｜を i暗示 す る シム メ トリ ー 構図に よ っ て ま と め めげ， 個々の物 体の相貌 を 生 き 生 き と 拍

写 す る 乙 と を 主｜恨 と し た ス ペ イ ン ・ ボデコJンの 一つの典型例 を レデ ス マの作品が示してい

る 。 レデ ス マの作品 に は， コ タ ー ンや ハ ー メ ンに連な る “窓枠方式”の型の も の は伝わ っ

て い な い が， “水平台上万式”， ゐ る い は， 背景 を 厚 い カー テンに よ っ て仕切 っ た 針介主主

置 を 思わ す よ う なWi写万王巳の も の が伝え ら れ て い る 。 ( 8図）

ハ ー メ ンがコ タ ー ンの ボデコンの “窓枠方式”の型 を 踏襲しな が ら ， た右双称の 梢図法

に お い て レデ ス マの作J吊 と の親近性 を み せ た の も ， 年代的 K はコ タ ー ン よ り も 一世代後の

画家だ っ た か ら で あ ろうか。 それ に し て も ， フェリぺ ・ ラミレ ス Felipe Ramirez の よ

うに， ハ ー メ ン と 同Ill代の 阿 家 でコ タ ーンの ボデ ゴン と ほ ぼ同質の ボデコンを J'i'i'i�、て い る

例（ g図， 1628年 プラ ド 美術館蹴） も 寄在 す る こ と か ら ， 一概K 世代の相退 と は言い き

れ な い 。 むしろ画家の個性やfllUY1°詰｜送I, tJ�i自な ど の柁Ii� が， 同じ “窓枠方式”の型 を 採用

し つ つ も ， コ タ ーン と は糾 っ た ハ ー メ ン独 自 の ボデコJンの 111w を 表出せしめ た瑚｜｜！ と 考え

る べ き で あ ろう。

年記を 欠 い て 制作年 も 定か で な い ハ ー メ ンの “窓枠万式”の ボデコンは， 仙の “4く玉jZ.台

上方式” や “段違 い方式” のホ、デコン と 比較 すれば， 表制の厳J告 さ と fi'li写のfU�ll �に お い

て凌犯し て おり， テネブリズム（明II創刊1法） に よ る 形態時重 と 均衡への根強い志向は， ハ

ー メ ンの間作の初JV], 1620年代の比11皮的早いII寺m1の作品で あ る こ と を 知推 さ せ る のでゐ

る 。

2 水平台上方式の例

水平台仁に 静物 モ テ ィ ーフ を 悦列的に組み合わ せ て 附 く 刀法は， i'fef1物[ll1jの極め て 一般的
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ホア ン ・ フ7 ン ・ デ ノレ ・ ハ －；；／ ン の静物画

8 図 フ ラ ス ・ デ ・ レ デスマ 署名
85× 136c111 

9 図 フェ リ ペ ・ ラ ミ レ ス1628 年 71 ×92Clll

プ ラ ド 美術館

なHliき方である。 ハーメンの場合は， 台所の棚を連銀させる水平台上に静物を描いている

ので， 便宜的に乙の種の型lのポデコンを “水平台上万式” で呼ぶ乙ととする。 このJl'i'i r.t 

は， “?Bf'f!方式” の附l政描法と異 な り ， ほ （;f水平視点 でi'f.Jt物 を 把え て お り ， 壁印式の仲 を

もたない空fi"f]は “窓枠方式” の特定空li'\Jが；＂｝、す｜司さと緊密主の印象に対して， l／亙快さとfl/I

びやか！J:�／1'\Jの印象を与え， 極めて自然に限前のi'i':ft物tu:料へ人を誘う。

この型のハーメンの代表作としては次の作品が挙げられよう。1622年の年記と署名のゐ

るプラド美術館般の作J吊(10図）とマドリードのモレト公爵所蔵の作品， 1623年の年記と

署名のある兄ニューヨークのニューハウス ・ ギャラリ一般の作品Cl l図）， 年記は欠くが

署名 だけあ る 作品02図） と， 年記 も 署名 も 欠 い た 作l日03図）と を 一対にし て 所蔵し て

いるマドリードのドン ・ フェルナンド ・ グィタルテ家の作品などである。 ζζでは年記と

著名のめる作品に焦点を絞って考然してみたい。

これらの作品の中で特に注目されるのは， スルバランのポデゴンとの著しい 類 似 で あ

る。 ハーメンが， コターンとともにスルパランの静物同IK実質的な影響を与えた一人であ
(7) 

る乙とはよく指摘されると乙ろでゐる。 両者の密儀な関係を具体的』ζ立証する資料は乏し

いが， 現存する両者の作品を比較するとき， そ乙Kはi臨めて密後な平行関係が見l:Hされ

る。

両者の類似を端的に示す作例としては， 1623年の年記とJu0 Vander Hamen de Leon 

と署名されたハーメンの作品（ll／玄｜）とスルパランの最もρj名な静物直｜で， かつ署名と

1633年の年記を有するi!H：ーの作l担1でもゐる「果物箔iζ入ったオレンジとレモン ・花・ コ ッ

プのあ る 静物 」 04図 米国 ロスアンゼJレス， ノルトン ・ シモンM国蔵）である。

ハーメンの作品を窺うに， 水平台上の中央tζオレンジと洋梨金一杯盛った大鉢を配し，

その向って左側には桜ん坊の実と梅の実らしきものを雌った抱， 右側；とは泌れんばかりの
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i事 ！泌 恒 Mf

1 0図 ハ ー メ ノ 1 622作 ＇.!:'.f:(!, 52 × 88cm プ ラ ド 美術館

｛＇（＇： 梨 を 』f持 っ た 径 を 配

し て /I'.右 の 釣 り 合 い

を 保 っ て い る 。 1 j 1 火

人鉢の ヒ ！＂，i) iと は ， 校

集 を つ け た ff 烈 の 失

がLi：右双祢 的 K －·木

づ っ 広 が り ， ま た [1 l 1j

｜ ｛｜ ｜上ブj の そ れ ぞ れ の

両端か ら は 数 木 の 11�

の 校 C /dWJ ） と ， j五

ん ；切の 校 （右側 ） と が a乍 ！こ1 1 l乙 川 る さ れ て い る 。 大小沢 山 の 果実 の 変 化 IC，·土i ん だ JI�態 と 色 彩，

�；� l i"rl を j阪 や か に主｜ ！ め ば す 乙 れ ら の 静物itr は ， �N �議 な 顔 JI� の鋳！／＂:0 の 飾 り を つ け た 磁 部 製 の

大；！）4；や 抵 の 人 き と Cl パ！｝� Iと 出品ff さ れ て や や 繁�＼jf と も み ら れ る i回 か ら 救わ れ て い る 。 乙 の 絵の

天井か ら ／じ右双称 的 に 11 1 ＼ り F げ ら れ た 仰 の 枝 や 桜 ん 坊の 枝 を 除 け ば ， Hli i><l 1」 は ス jレ ノ ヌ ラ ン

の 「 果物 箔 に 入 っ た オ レ ン ジ と レ モ ン ， 花， コ ッ プの ゐ る 静物」 と ほ と ん ど 似通 っ て い る

こ と に 気 付 く 。 ス ル バ ラ ン の 作 品 の ぷ 平 卓 仁 K ， 数個 の オ レ ン ジ を 陥 っ た 果物 箔 を ｝'_l l二｜二1 1ζ
し ろ め し ろ め

耐 え て ， Lr側 K i�I 鍬 の llU K 1i1持 ら れ た 凶 イ！日 の レ モ ン ， 右 側 に 同 じ く 白 鍛 の Ull を 受 Jl l l と し た ー

仰 の 陶 製 の コ ッ フ と 倫 の ハ ラ の 花 び ら ， �1二l 央 オ レ ン ジ の ｜二 万 K 花 を つ け た 校 長 が リ ス ミ

カ ル に ／に右 lζ 広 が る 物 体 配列 の f I万 は ， ハ ー メ ン の 作 i'CT11 と モ テ ィ ー フ を 変 え た 同 工 W 1lt1 の

附 成 と も い う べ き 狐似 の ；!ill 1 1'u を 示 し て い る 。 簡素 さ と 清測 さ の 点 で は ス Jレ パ ラ ン が優 り ，

虫銚 き と 繊細i さ の 点 で は ハ ー メ ン の万 が一歩 抜 き ん で て い る 。 し か し ， 同 作 品 と も 物 体 配

列 の 最 も 安定 し た ぶ 玉jL シ ム メ ト リ ー の 効果 を 31�［ っ た 点 で 変 わ り は な く ， コ タ ー ン の 厳絡 な

畿 何 学 的 ·li"'i Jぷの I I t 糾 と は J[I�

っ た 感覚 的 ， 品目よ 的 l l l: W の

見守ぺf 均 衡 を 目 前 し た 両 者

共 通 の 盗 勢 を 加 う こ と が で

き る 。

こ う し た ハ ー メ ン ， ス ノレ

パ ラ ン の シ ム メ ト リ ー 椛除｜

の 1む と な っ た も の は ， うい に

挙 げ た フ ラ ス ・ デ ・ レ デ ス
1 1 図 ハ ー メ ン 1 623年 箸名 54- 5 × J O J  . 5c111 )L; ニ ュ ー ヨ

ー ク ， ニ ュ ー ハ ウ ス ・ ギ ャ ラ リ ー
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ホ ア ン ・ フ 7 ン ・ デ ル ・ ハ ー メ ン の ll'Jt物11111

マ の 作 品 （ 5 1米1 ・ 7 I＞＜り で

ゐ ろ う 。 こ の 三 者 の 密 Jま な

関 係 は ， “ 水 平介上刀式”

に よ る 情物 配 自 の 規則 正 し

い シ ム メ ト リ ー 情l><I と 桁筏

りと｜： 的 な 迫 （£Ni'i写 を 原則 と

し て い る j誌 に 小 さ れ て お

1 2図 ハ ー メ ン 32 . 5 × 68 . 5c111 マ ド ＇） ー ド ， ド ン ・ へ ル ナ り ， コ タ ー ン を f:ljflf:I と す る
ン ド ・ グ ィ タ ル テ

ス ペ イ ン ・ ボ‘ デ コ ン が レ デ

ス マ ， ハ ー メ ン ， ス ル パ ラ ン へ と 十． っ て よ う や く 一 つ の 完 成 さ れ た 形式 を 持 つ に ポ つ に こ

と を ノト し て い る 。 だ が ， レ デ ス マ や ハ ー メ ン の ホ、 デ コー ン が ， モ テ ィ ー フ の ill! 1J � ， 一 つ 一 つ

の 物 体 の 配 1i'1の （ ｜万 に お い

て は ， い わ ゆ る “ 盛銚 さ ”

を 象 徴 す る フ ラ ン ド ル 険物

[ilii の 特 徴 に 近 い ·aUJ 1ri i を ボ し

て L 、 る 乙 と は ， モ テ ィ ー フ

の 愉．素 さ ， 物 （，｝配列 の 個 々

の 独 立性， 構 成 の 単 純 化 を

：立 と し て 消初！ な 阿而 を 形成

し て い る ス ル バ ラ ン の ボ デ

1 3図 ハ ー メ ン 32 . 5 x 68 . 5c111 7 ド リ ー ド ， ド ン ・ ヘ ル ナ
ン ド ・ グ ィ ヲ ノレ テ

コε ン と は IY J I僚 に 児 な る 特 徴 で ゐ る 0 J-j；黙 さ ， 慎 ま し さ ， 神 秘 的 な 然 欲 主 義 が 支 配 す る ス ル

パ ラ ン の I J l: W Iζ 対 し て ， 多 彩 な 果物 や 果実， 華麗な 探物 で且11 づ ま っ た ハ ー メ ン の 1 1 1 糾 が ，

1 4図 ス Jレ パ ラ ン 1 633年 署名 60 × I 07c111 ロ ス ア ン ゼ ノレ ス ，
ノ ー ル ト ン ・ シ モ ン 財卜J1
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射実 世 界 の 山 か 志 を 反 映 し

た 干11民 的 絵 [il 1 j と し て の l静物

1iifi K 心↑tW '. H ζ 連 な る 側 1(1 i を

も っ て い る の も ， 宗教 科 と

密 接 Iζ 結 び つ い て 活動 し た

ス ル ハ ラ ン と ， “ ヨ二の 1!1 1j �家”

と し て 門 像 1!1 1j や 「 花の 絵」，

ボ、 デ コ ン な ど 主 と し て l i t 俗

的 主 題 の 阿 l'i°' K 献身 し た ハ



遠 藤 恒 雄

ーメンとの立場の相奥の端的な表れとみることができる。

しかし， ここでハーメンがシムメトリー構図の作品のう ち に垣間み さ せた繊細な情感，

絵画的により一層洗練 さ れた形式を獲得している作品を挙げるとするなら， 次の ア ッシム

メトリー（左右非双称） の構図の作品 がそれに該当するであろう。

精巧 なガラス器， 横 ひ だの入った蓋付の遥， 花型の碗， 貝殻， 果物や菓子を真横一直線

に連続的l乙配した1622年の年記と署名のあるプラド美術館 蔵のボ デ ゴン ( 10図） は， 先に

挙げた1623年作のシムメトリー構図の作 品（11図） とは， 対照的な趣をも ら ， ハーメンの

あらゆるボ デ ゴンの中でも最も情趣に富 んだ作例として注目をヨ｜く作品である。 乙のボ デ

ゴンでは， 構図の中心を形成すべき主要な物体がなく， それぞれ独立した視点の放列によ

って描かれたガラス器， 碗， 壷， 貝殻， 菓子などの各静物群は， 水平 台上を左から右へ緩

やかな蛇行線のカーヴを描きながら浅い空聞に奥行とリ ズムとを与えている。 シムメトリ

ー構図が示す， 厳正 さ ， 固 さ ， 力の中央への集中， 静的な釣り合いなどの特徴が， こ の 両

面にはほとんどみられず， 分散した力は左右の フ ラスコ状のガラス器で釣り合いを保って

い るに過 ぎない， 極めて自由で怒意的なモ テ ィ ー フ の展開がみられる。 ハ ーメンのこれと

ほぼ同じ構図の作品としては， プラド美術館の作品と同 じ モ テ ィ ー フ の横 ひ だの入った蓋

付の壷を中央に配して， スプーン， 円形の笛， 壕， 得などを描いた作品 (12図） と一対を

なす鉢l乙盛られた菓子， 壷， 壕などを描いた作品 (13図） が挙げられよう。

乙うした視点の分散と総花的な賑 やかな物体配列に基づ く 静物画の作例としては， レデ

ス マ のある種の作品のう ち に先例 が見出 さ れる。 (15図） しかし， この場合 の レデスマの

作品では個々の形態の独立性が目立 ち ， 構図は散漫で全体を統一するリ ズムに欠け， 単な

る物体の誇張的表現に終っている印象を免れない。 これに対してハーメンは， メL � 、形と平

たい形， 重いものと軽いものとを交互に置き換えながら並列的な物体配列が陥りやすい単

調な表現を克服して， 深い味わいに満 ち た変化のリ ズムを奏でている。 それは， 物体の形

態， 性状， 質感， 大きさ， 彩りの組み合わせが自づと形造る均衡の世界である。 光や明 暗

の諮調も個 々 の物休の形態を強調することをやめて， 岡而全体を快よいリ ズムで統一する

視覚的効 果を演出している。 軽妙な筆触， 洗練された色調， 大気に淡く溶け こ んだ光の手

法を垣 間みせる プラ ド 美術館 蔵の作品は， 1623年のシムメトリー構図の作品よりも l 年前

と思えぬ技 法 の 冴 えと洗練さをみせている。

スペ イ ン・ボ デゴンとしては珍らしい総花的な物体配列， 繊細な情感， 華やいだ雰 囲気

を感じるハーメンのプラ ド 美術館の作 品は， コターン， レデスマ， スルパラン， ベラスケ

スとも違った独自の趣向を示した作例で， 1 620年代の始めに記される作品としては， 神秘
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的な コ タ ー ンや ス jレバ ラ ンの作品 と

X-1崎され る “豊鋭さ” を象徴す る 情

趣に富んだ ス ペ イ ン静物画の最 も 早

い 例に凱せられ る であろ う 。

3 段 違 い 方式の例

ス ペ イ ン ・ ボ デ コ ンの 仁｜コ で， ハ ー

メンの独自性を示し た も のに第三の

“ 段違い方式”の構図があ る 。 台所か

ホ ア ン ・ フ ァ ン ・ デ ル ・ ハ ー メ ン の訴を物画

1 5 図 フ ラ ス ・ デ ・ レ テ、 ス マ 66 × I OOC111

倉 Jtllを思わせ る 段違いの三つの棚の上K果物や野菜， 千百， 血， 鉢， J低 f.J どの 食 料品や器物 を

配 置して統的 、 fこ 例は， 遠 く は ポ ン ペ イ 壁 画の 第 四 段式の う ち に見 出 され る が， ス ペ イ ン ・

ポデコン で は 17tt!：紀 中 頃 と 目され る イ グナ シオ ・ ア リ ア ス Ignacio Arias の 食 器棚 を 描

い た 作品 06 1豆 り 以 外 ほ と ん ど例をみな い。 乙のfjJ.の型の作品が1626年から 1629年の｜品l K 

f_\i 置 づ け られ る こ と から ハ ー メンの｜晩年に特に集！こ｜こ l的に描かれ た も のであ る こ と は疑いな

い。 代表作 と し て は， アメ リ カ に伝 わ る 三点 （a. ヒ ュ ウ ス 卜 ン美術館蔵 1626年の年記 と

署名 あ り ， b ワ シントン ・ ナ シ ョ ナ ル ・ ギ ャ ラ リ 一般 1627年の年記 と 署名 あ り c マ サ チ

ュ ー セ ッ ツ 州， ウ ィ リ ア ム スタ ウ ン年記 タし） と ス ペ イ ンに伝わ る 三点（d .  バル セ ロナ

{1�1人政 l629年の年記 と 署名 あり， e， バル セ ロナ個人蔵 1629年の年記 と 箸名 ゐ り f. 7 

ド リ ー ド ， セ ラ Jレポ美術館蔵 年記 と 署名 な し）の作品が主 と して知lられ， いずれの構図

も 三段に高 会 の興 る 水平棚の ヒにねれ んばか り にj'fJ!f':0をNi＇品 、 て い る 。 乙れらの絵の共通点

は， 最 も 高い棚の前部に最 も 低い械を 配して 構図の均衡 と 奥行を保ってい る こ と であ る 。

最 も rs L 、棚 と 低い棚 と が岡而の左端にく る か， 右端Hζく る かで 画而の構成ががら り と 変 わ

る 。 その配 置の仕方によ っ て は ， 個 々

の｛合物が全体の た めK描 く リ ズ ム は左

から右へ， 上がった り 下がっ た り ， ま

た その逆の効 果 も 可能 であろ う 。 しか

し， 変 化 fと 富 ん だ その 律動 的要素は，

椛 図 的K正反 対の作品を一対にして 並

世し た と き ， ！芭わ ぬ 均 衡の効果を発主11

す る ζ と に気付くの であ る 。1629年の

1 6図 イ グ ナ シ オ ・ ア リ ア ス 署名 マ ド リ ー ド 個 人 二つの作 ，!jj!, d 0 71�1 ) , e 08図 ） は，
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1 7図 ハ ー メ ン 1 629年 署 名 79 × 9gc111 パ ル セ
ロ ナ 個 ノ＼

1 8 図 ハ ー メ ン ！ 629年 著名 79 x 99cm パ ノレ

セ ロ ナ 佃1 人

同 じ Ji�状， 同 じ 寸法か ら い っ てん 々 一対の作 品として抑lかれた 可能性 を 小 ｜唆してい る が，

両者を 繋 主 合 わ せて考 え て み る と， 前:f;J'l Iご段の 1'f11物l-ttは1=j二 1段や上段の 険物Wtとは別 個な独

立し た 一つの 領域 を JI�！おし， それ ぞれが左右 単独の 柿｜ヌ｜として眺 め ら れ る よ り も遥かに 大

きな空川を 創造して い る の に 驚かされる の でゐ る 。 厳簡 には こ の JllTI �15は， モテ ィ ー フ的 に

も棚の水平 TUi の （：＇：jさ に おいても紫 ぎ 合 わ され る 性質 のもの ではない。 しかし， 両 者接 合 の

ト リ ッ クlとよ る 効 果 を i憶 に JW 1，］＇せしめ る よ う なハー メ ンの こ の一対 の 的成は， “ 段違い刀

式 ” の 特 殊な描写形式か ら も た ら され る 空｜品jや動勢， リ ズ ム ， 均 衡な ど の 造 形 」二 の ！Pd！必を

新 に 探究しよ う とした 彼 の 芯志 の 表 れ であ る と！ll わ れ る 。 1 626年と16271:1三の 年 代 の 興 る ア

メ リ カ の 2 作l忠： 0 91火＼， 201火｜）も， ど ち ら かといえば， 左 に 物 体配 列 の 重 心が 偏 っ た 構｜米｜

配置を不していて， それ ぞれ乙の 両 作 品の左側 K， 対 に な る 作 品をWJ 砧ーし た い ほ と で め

る 。 しかし， われわ れは無辺］ K ζ れ ら の 作 品 を 一 文、J K して眺 め る 必要もなL 、。 単独の 静物

岡 と して， モ テ ィ ー フ の 配列と その 多 彩 な 変 化， 力 の均 衡， ＇） ス ム ， 質感， 色制な ど 物 自

体が形成す る 豊かな自然の イ メー ジ を 味 わ う だ け で充分 であ る 。 1=1こ 1段の棚 の 屯 K i'fui れ ん ば

か り に ざく ろ ， 桃， ぶ ど う ， メ ロン， 仰 の 枝な ど を 配し， � の 上 段 の �W!fとは三イ｜自 の リ ンゴ

と一個 の が ラ スの）低， 前景 下段の 槻Hζは脱や水差し， キ ュ ウ ＇） な ど を 配した e ［火I 07 1剖）

の 作品 K象徴され る ように， ベ ノレ グスト ロ イ ム は乙の：＠） の 椛 ｜当方式の絵が “ 日 の 角 ” El

tema de c uerno de la ab undenc i a を 主題とした フ ラ ンドルの 静物11 ! 1j ， 例 え ば フ ラ ンス

・ スナ イ ダ － Frans Snyders 0 579～ 1657）や ヤ コ ブ ・ フ ァ ン ・ フ ァ jレ ス ド ンク Jacob 
(8) 

van H ulsdonck 0582～ 1 647） の 作 ，1日1， の 感イじ であ る と指摘してい る 。 しかし， 同 時 に，

ハ ー メンが こ れ ら の 地図 で小してい る 三次 兄的 な 対台空 間 の 厳絡な地成 Kつい て も 触 れ
(9) 

て， 乙れは， ハー メ ン 自 身 の 個性 的 な もの に ｜ ｜ ｜ 来す る もの で め る 乙と を 指附してい る 。 多
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彩 とf 果物 を 括，i れ ん ば か り に 泡 や JJlUζ

雌 り ， ゐ る い は 家主11' な も の か ら 質 素

ケ も の に 主 る ま で行所器物 を 精潟!1'11\1

)Jll'. 1ζ 揃 き だ し た ハ ー メ ン の “ 段 � い

万 式 ” の ボ デ ゴ ン は ， も 甲 や コ タ ー

ン や レ デ ス マ ， ベー ル ト な とグし人 の

！選 イ七 を m� し て 辿 り つ い た ハ ー メ ン 独

自 の ポ デ コA ン の 1 1 1 ,!N で あ る 。 そ れ

は ， コ タ ー ン や ス ノレ パ ラ ン と は 民 っ

ホア ン ・ フ7 ノ ・ デ ノレ ・ ハ ー メ ン の 般物匝l

1 9図 ハ ー メ ン 1 626"-i" ヒ ュ ウ ス ト ン 美術館

た 自 然 の 豊 か さ ， 物 質 的 な ＇，. ； ；； の 古 び を 率直 に 枢歌 す る l i t 俗 的絵 �Uj と し て の i'i'J•物 11l 1j の ス ペ イ

ン 的好 WIJ で あ る 。 fご が 彼の ボ デ コー ン が示 す “ 壁銚 さ ” は ， た t:. tJ:i K モ テ ィ ー フ ト の 物 ： ， t： の

型店 さ に J，�づ く も の で は な く ， 精 おU K H/i写 さ れ た 静物 群 が ， 光 の 戯れ の 1 1二1 K J!!l ゐ’i の がi！ き を

ノド し な が ら ， い と も 自 然 ら し く そ れ ぞ れ の物質 の 特 徴 を 遺 憾 な く 発揮 し て い る そ の �： か さ

に 魅 せ ら れ る の で あ る 。 そ れ は ， バ ロ ッ ク の 成熟均j k し ば し ば 見 出 さ れ る フ ラ ン ド ル や オ

ラ ン ダ の 静物 11.rij の 洗練 さ れ た 形式 を 思い 起 こ 8 せ る 。 し か し ， ハ ー メ ン の ボ、 デ ゴ ン が た だ

1)3. 1 ζ 陳 腐 な 物質 的；·�； の 誇 ぶ に 終 っ て い な い 側 同 こ そ 「l 「l さ れ な け れ ば む ら な し 、 。

ハ ー メ ン に お い て は ， 自 然の 豊か 主 は ほ ど 良 い 節 度 の も と に ぶ さ れ る 。 そ れ は ， 対 応す

る ］｜きが 単 純で あ れ ば あ る ほ ど 一府 豊 か さ が倍加 さ れ る 。 ハ ー メ ン が， 乙 の “段i止 い β 式 ”

で み せ た 静物Jt'f. の 盟か な I�！ 然の イ メ ー ジ K 対 し て ， 彩 り の とf い 単純 な 凶 角 い 立プ＇.i f;f; の 型：rt1

�gll"d を 対j，む さ せ た 梢｜火！rt、 こ そ 何 よ り も そ れ を 維弁 ｛と物語 っ て い る 。 “ 豊銚 さ
，
， は “ 節 j主 ”

と “ 月1純 イ七 ” の 4＋ を Ij- え ら れ て 一Ii、，.

の “段.i1； い 刀＆工巳 ” の －·）伴 の m•物 阿 が

,, rE I Y j し て い る 。 こ の l立 に つ い て 「 あ

る 一 1f1 i で は 泣 か な l�I 然 の JI三， み C と

な 111:1線 ， か た く ら ぢ れ た � っ ぱ， 自

然 そ の ま ま の 色彩 の 山 か な がfl き ， ま

た 他 1l1i で は 立 体 幾何学 的 な 形式 K 当

て は め ら れ た 石 仰の C と き 灰 色 の 然

欲 的 な 側 1l1 i と 大 き な コ ン ト ラ ス ト の

効果 を 生 み だ し て い る 」 と 指摘 す る

ベ ル グス ト ロ イ ム は ， 自 然主 義 と 精

20図 ハ ー メ ン 1 627年 ワ シ ン ト ン ， ナ ン ョ ナ ノレ ・
ギ ャ ラ リ ー
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神主義とが不思議な均衡を示しているコ タ ーンのボデ ゴンと同質の効果をハー メ ンの内に

も見出してい る。

ハー メ ンの静物画には， コ タ ーンやスルパ ラ ンが彼 ら の ポデ ゴンに刻印した神秘主義の

イ メ ー ジを認めることは困 難である。 “段違い方式” のボデ ゴンに採用された三段の棚の

垂直線， 水平 線， 斜線が劃する建築 的舞台空聞は， 教会堂の暗 い 祭壇とはほど遠 い， 台所

か食料貯蔵庫の一隅を連想させるにふさわしい。 だがハー メ ンは， 果物や野菜， 砂糖づけ

の菓子， 篭， 鉢， 皿， 笛 t,I ど球， 円 筒， 円 錐S字型など概して丸味を帯びた静物群の複雑

多彩なフォ ル ム に対して， それとは対照的な単純な直線の立方体を対崎させて画面の均衡

をはかったのである。 われわれは， 自然界の相対立するこつの要素一直線的なものと曲線

的なもの一普遍的なものと偶然的なものーが卑近 江題材を通してこれほど豊かなまとまり

を示している例を余り知 ら ない。 コターンやスルパ ラ ンが敬度な祈りによって， リアル な

物質的 映像の世界を通して神の世界を表そうとしたのに対して， ハー メ ンは何のため ら い

もなく物質的世界の映像を客観化し， 自然を見 ら れるとおりの真実さをもって表したので

ある。 対象の視覚的真実の表現を通して， 自然の “豊鋭 さ ヘ 自然の本質的秩序を探 究 し

たハー メ ンは， ある意味ではベ ラ スケスの視覚に共通した一商を持っていたように恩われ

る。

こうした彼の視覚は， 彼がフ ラ ンドル系のマドリード人であった事実と無関係ではない

であろう。 彼の静物画を特徴づけるスペイン的な厳格さ， 質朴さ， 乾いた色調， 組放な筆

触などに混ってしばしば指摘される， モテ ィ ーフの多彩 色 大気に浸透して物体に柔 ら か

く反射する光線法， 全体に流れるリ ズ ム， 繊細な情感， 流麗 t,I 色調などの特徴は， 当時の

イ タ リア派というより も ， フ ラ ンドル 派か ら 学んだ形跡が強い。 16世紀以後， 政治的， 文

化的にフ ラ ン ド ル と強い 連帯関係で結ぼれていたスペインに， ボデ ゴンの淵源である台所

の情景 や店 頭風景を描いた風俗画， あるいは独立した静物画が招来されていた事実と相 倹

って， 題材商， 技法面でスペ イ ン絵画がフ ラ ンドル 絵画か ら 吸収した側面は多い。 ルーペ

ンス， スナイダー， ベールトなどの湿潤な油彩画法が， 1 7世紀初頭のマドリードで画家と

して成長したハー メ ンに深い感化を与えたであろうことは 額像に難くはない。 晩年の とく

僅かな期間， ベ ラ スケスとともに “王の画家” として過したハー メ ンにベ ラ スケスの影響

を認めることは困 難であろう。 だが， 1626年か ら 1629年に記される “段違い方式” のボデ

ゴンの技法的洗練さ， 光を基準とした空間の把握の仕方， 軽妙な筆触などの特徴がベ ラ ス

ケスとの接触によって促進されたと考えるのは勝手な空惣に過ぎぬであろうか。 若年期の
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セ ビーリヤ時代 05 99～1622） に真警告な自然探 究 の一貫としてボデ ゴンを描いたベラスケ

スは， “王の画家 ” として上洛後， 先輩画家であったハーメンのボデ ゴンをつぶさに見た

ことであろう。 両者の交流を知る手がかりはないが， ベラスケスが最初のイタリア旅行か

ら帰国後間もなくの163 1年35歳の若さでハーメンが天折したのが惜しまれる。 ベラスケス

のボデ ゴンは， 人物を配した台所場而， 居酒屋場面が主体である， いわゆる “ 風俗画的ボ

デ ゴン” に属するのでハーメンのボデ ゴンとは大いに趣を異にする。 両者の比較はまた別

の機会に譲りたし、。
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